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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第72期

第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 11,928,840 11,700,817 22,647,298

経常利益 (千円) 423,192 461,182 791,260

四半期(当期)純利益 (千円) 75,184 220,593 331,596

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 46,129 488,062 603,664

純資産額 (千円) 11,322,214 12,166,095 11,879,739

総資産額 (千円) 20,882,072 20,837,723 20,782,924

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 3.36 9.84 14.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.2 58.4 57.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 126,506 △159,644 197,892

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,427,646 △555,790 △1,640,031

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 537,203 △277,734 905,244

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,565,278 3,931,346 4,841,146

　

回次
第72期

第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.33 4.02

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券
報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による金融政策への期待感などから円高是
正・株高基調で推移し、景況感にも改善の動きが見られるなど緩やかな回復基調で推移いたしました。

　このような状況下におきまして、当第２四半期連結累計期間の売上高は117億円と前年同四半期比
1.9％減少いたしましたが、営業利益につきましては4億2千2百万円と前年同四半期比4.9％増加いたし
ました。

　経常利益は4億6千1百万円と前年同四半期比9.0％増加し、四半期純利益につきましても2億2千万円と
前年同四半期比193.4％の増加となりました。

　セグメント別の売上高、営業利益につきましては、特殊帯鋼、普通鋼等の鋼材を販売しております商
事部門は、売上高は67億5千7百万円と前年同四半期比8.1％減少、セグメント利益（営業利益）は3億4
千7百万円と前年同四半期比5.9％減少となりました。

　焼入鋼帯、鈑金加工品を製造販売しております焼入鋼帯部門、鈑金加工品部門では、焼入鋼帯部門に
つきましては、売上高は8億4百万円と前年同四半期比2.7％減少、セグメント利益（営業利益）は1億1
千6百万円と前年同四半期比12.1％増加となりました。鈑金加工品部門は、売上高は36億9千万円と前年
同四半期比7.5％増加、セグメント利益（営業利益）は5億9百万円と前年同四半期比37.3％増加となり
ました。

　また、海外事業につきましては、売上高は4億4千9百万円と42.2％増加となりましたが、セグメント
損失（営業損失）4千7百万円（前年同四半期は7百万円の利益）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び預金同等物は、前連結会計年度末より9億9百万円減少
し、39億3千1百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は以下のとおりであります。
　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動におけるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期
純利益を4億5千7百万円、非資金項目である減価償却費を2億4千3百万円計上したほか、仕入債務の減
少6億3千9百万円、売上債権の増加3億9千3百万円、たな卸資産の減少2億3千万円、法人税等の支払8
千7百万円等により、1億5千9百万円の資金減少となりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動におけるキャッシュ・フローは、固定資産の取得5億3
千2百万円等により、5億5千5百万円の資金減少となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動におけるキャッシュ・フローは、配当金の支払2億円
等により、2億7千7百万円の資金減少となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変
更及び新たに生じた課題はありません。
なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その

内容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。
　

株式会社の支配に関する基本方針

①基本方針の内容

当社は、昭和18年５月に創業以来、特殊帯鋼(みがき特殊帯鋼、熱間圧延鋼帯、ステンレス鋼帯)、
普通鋼等を主とした鋼材の販売をする商事部門と、特殊帯鋼を主原料とする焼入鋼帯(ベーナイト鋼
帯を含む。)及び、鈑金加工品(コードリール、ゼンマイを含む。)の生産をする製造部門を中心とし
て事業展開をしております。

　現在当社は、『会社の繁栄は従業員の幸福につながり社会に貢献することにある』を経営理念と
し、『持続的に成長する会社つくり』を経営方針としております。当社は、この理念に基づき、短期
的な収益の確保のみならず、中長期的な視野に立って、当社の従業員、取引先の皆様、お客様その他
の当社に係る利害関係者を含んだ当社の本源的価値及び株主様共同の利益を持続的に維持・向上させ
ていくことが必要であると考えております。

②基本方針実現のための取組み

○当社の財産の有効な活用、適切な企業グループの形成その他の基本方針の実現に資する特別な取組

み

当社及び当社グループ会社は、透明で公正な企業活動による持続的に成長する会社つくりをめざ
して、特殊帯鋼の専門商社及び焼入鋼帯・鈑金加工品のメーカーとして、特殊帯鋼の市場占有率の
向上を図るとともに、特殊帯鋼の特性を熟知した加工技術をもつ強みを活かした安全な製品を自動
車のエンジン・ミッション、農業機械、住環境機器などの広範な市場に安定的に提供しておりま
す。

　また、価値提案企業として、特殊帯鋼の加工性情報を活用した販売に努め、広幅焼入鋼帯のさら
なる市場創造と、自動車エンジン・ミッション分野へのアッセンブリ製品の展開、農業機械分野へ
のモジュール製品などの複合製品の展開をそれぞれ推進するとともに、自社ブランド製品の開発に
努めております。

　また、当社は、企業の社会的責任を果たし、株主の皆様、顧客の皆様、ユーザーの皆様、取引先
の皆様、従業員などさまざまなステークホルダーから信頼されることが、事業活動において不可欠
と考えております。また、コーポレート・ガバナンスの充実・強化が経営上の重要課題であると認
識し、公正かつ透明性のある経営基盤の強化を図り、的確な意思決定と迅速な業務執行を行うよう
努めております。

○基本方針に照らして不適切な者によって当社が支配されることを防止するための取組み

当社は、平成23年５月13日開催の取締役会において、平成23年６月24日開催の第70期事業年度に
係る定時株主総会における株主の皆様のご承認を条件に、「当社株券等の大規模買付行為に関する
対応方針(買収防衛策)」(以下、「本プラン」といいます。)を継続することを決議し、平成23年６
月24日開催の定時株主総会でご承認をいただいております。

　本プランでは、当社の株券等を20％以上取得しようとする者(大規模買付者)が現れた場合に、大
規模買付者が本プランに定める要件(必要情報及び検討期間)を満たさない場合、また、要件を満た
す場合であっても当該大規模買付行為が、当社の企業価値及び株主様共同の利益の確保・向上に反
し、対抗措置を採ることが相当と認められる場合には、当社取締役会は、当社株主の皆様の利益を
守るために、対抗措置を採ることがあります。

　当社が本プランに基づき発動する大規模買付行為に対する対抗措置は、新株予約権無償割当て
等、会社法その他の法令及び当社の定款により認められる措置といたします。

　具体的に如何なる手段を講じるかについては、独立委員会の勧告を最大限尊重して、その時点で
最も適切と当社取締役会が判断したものを選択することといたします。

　本プランの有効期間は、平成26年６月30日までに開催される第73回定時株主総会の終了の時まで
であります。
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③具体的な取組みに対する取締役会の判断及びその理由

当社取締役会は、これらの取組みが基本方針に沿うものであり、株主様共同の利益を損なうもの
ではなく、会社役員の地位の維持を目的とするものでもないと考えております。

　本プランは、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報や、
現に当社の経営を担っている当社取締役の意見を当社株主の皆様に提供し、さらには、当社株主の
皆様が代替案の提示を受ける機会を確保することを目的としております。これにより当社株主の皆
様は十分な情報のもとで、大規模買付行為に応じるか否かについて適切な判断をすることが可能と
なり、そのことが当社の企業価値及び株主様共同の利益の確保・向上に繋がるものと考えておりま
す。

　同時に本プランは、本プランの発動等に際しての社外者からなる独立委員会の設置や合理的な客
観的発動要件を設定しており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保し
ております。

④コーポレート・ガバナンスの強化について

当社は、企業の社会的責任を果たし、株主の皆様、顧客の皆様、ユーザーの皆様、取引先の皆様、
従業員などさまざまなステークホルダーから信頼されることが、事業活動において不可欠と考えてお
ります。また、コーポレート・ガバナンスの充実・強化が経営上の重要課題であると認識し、公正か
つ透明性のある経営基盤の強化を図り、的確な意思決定と迅速な業務執行を行うよう努めておりま
す。

(1) コーポレート・ガバナンス体制の強化

当社は概ね１ヶ月に１～２回の常務会、経営会議において各部門の管掌役員が集まり、各部門の
運営上の説明を行い、経営上の諸問題の審議及び内容の具体化など、経営執行上の意思決定を迅速
に行っております。

　当社の取締役会は現在10名で構成されております。取締役会は月１回の定例取締役会のほか、必
要に応じて機動的に臨時取締役会を開催し、経営に関する重要事項の決定や業務執行の状況を逐次
監督しております。また、変化の激しい経営環境に機敏に対応するために取締役の任期を１年とし
ております。

　さらに、取締役会から独立した監査役会を設置しており、財務監査は当然のこととして、コンプ
ライアンス、リスク管理、業務監査の各視点から監査を行っております。

(2) コンプライアンス体制の強化

当社は、企業倫理要綱を設けるとともに従業員からの通報、相談を受け付けるヘルプラインを設
置するなど、経営倫理委員会が中心となってコンプライアンス、リスク管理を含む企業倫理の啓蒙
とその徹底に努めております。

(3) リスク管理体制の強化

当社は、リスクマネジメント委員会がリスクの評価、優先順位などを総括的に管理しており、情
報管理委員会が個人情報、企業の有する機密情報などの適正な管理体制の構築に努めております。

　また、内部監査部を設置し、経営の合理化及び能率の増進を目的とし業務及び会計の監査を行う
ほか、リスク管理の視点からも監査を行っております。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、44,265千円であります。なお、当第２四
半期連結累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　なお、研究開発活動については、特定のセグメントに関連付けられないため、セグメント別の記載は
行っておりません。

　

(5) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

　

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績に著しい変動はありません。

　

(7) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に
おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,558,063 22,558,063
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 22,558,063 22,558,063 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

― 22,558,063 ― 1,848,846 ― 1,469,608
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日新製鋼株式会社 東京都千代田区丸の内３-４-１ 2,244 9.95

株式会社メタルワン 東京都港区芝３-23-１ 1,992 8.83

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１-６-６ 1,290 5.72

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２-７-１ 1,110 4.92

株式会社近畿大阪銀行 大阪市中央区城見１-４-27 960 4.26

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１-３-３ 780 3.46

大同生命保険株式会社 大阪市西区江戸堀１-２-１ 600 2.66

森　　　文　子 大阪府柏原市 492 2.18

森　　　浩　之 大阪府東大阪市 466 2.07

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１-13-１ 450 1.99

計 ― 10,387 46.05

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 150,800

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

22,380,600
223,806 ―

単元未満株式(注)
普通株式

26,663
― ―

発行済株式総数 22,558,063 ― ―

総株主の議決権 ― 223,806 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式19株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
モリテックスチール株式会社

大阪市中央区谷町
六丁目18番31号

150,800 ― 150,800 0.67

計 ― 150,800 ― 150,800 0.67

　

２ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、協立監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,850,377 3,941,690

受取手形及び売掛金
※１ 5,944,841 6,341,871

電子記録債権 191,748 200,242

商品及び製品 2,122,237 1,902,854

仕掛品 321,102 315,516

原材料及び貯蔵品 299,899 319,691

その他 286,783 282,277

貸倒引当金 △3,274 △5,225

流動資産合計 14,013,715 13,298,919

固定資産

有形固定資産 4,722,716 5,280,452

無形固定資産 39,271 59,218

投資その他の資産

投資有価証券 1,493,755 1,716,649

その他 522,105 491,123

貸倒引当金 △8,640 △8,640

投資その他の資産合計 2,007,220 2,199,133

固定資産合計 6,769,208 7,538,804

資産合計 20,782,924 20,837,723
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 5,620,316 5,024,242

短期借入金 471,557 572,754

未払法人税等 85,274 249,818

未払消費税等 30,048 42,100

賞与引当金 190,000 200,000

役員賞与引当金 40,000 20,000

その他 390,159 487,964

流動負債合計 6,827,355 6,596,881

固定負債

長期借入金 1,185,344 1,192,007

退職給付引当金 522,289 521,942

役員退職慰労引当金 335,170 294,267

その他 33,025 66,529

固定負債合計 2,075,828 2,074,746

負債合計 8,903,184 8,671,628

純資産の部

株主資本

資本金 1,848,846 1,848,846

資本剰余金 1,469,608 1,469,608

利益剰余金 8,177,993 8,196,920

自己株式 △40,124 △40,164

株主資本合計 11,456,323 11,475,211

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 374,899 520,201

繰延ヘッジ損益 6,624 －

為替換算調整勘定 38,839 167,439

その他の包括利益累計額合計 420,362 687,641

少数株主持分 3,053 3,242

純資産合計 11,879,739 12,166,095

負債純資産合計 20,782,924 20,837,723
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 11,928,840 11,700,817

売上原価 10,283,961 9,918,475

売上総利益 1,644,878 1,782,341

販売費及び一般管理費
※１ 1,241,820 ※１ 1,359,353

営業利益 403,058 422,988

営業外収益

受取利息 689 2,840

受取配当金 14,417 13,413

為替差益 － 2,202

その他 18,632 30,672

営業外収益合計 33,739 49,128

営業外費用

支払利息 1,751 10,935

為替差損 11,854 －

営業外費用合計 13,605 10,935

経常利益 423,192 461,182

特別利益

固定資産売却益 171 49

特別利益合計 171 49

特別損失

固定資産除却損 2,867 3,741

投資有価証券評価損 240,154 －

特別損失合計 243,021 3,741

税金等調整前四半期純利益 180,342 457,489

法人税等 105,156 237,077

少数株主損益調整前四半期純利益 75,185 220,411

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1 △182

四半期純利益 75,184 220,593
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 75,185 220,411

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △38,175 145,302

繰延ヘッジ損益 － △6,624

為替換算調整勘定 9,118 128,971

その他の包括利益合計 △29,056 267,650

四半期包括利益 46,129 488,062

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 46,086 487,873

少数株主に係る四半期包括利益 42 188
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 180,342 457,489

減価償却費 242,181 243,380

貸倒引当金の増減額（△は減少） △41 1,941

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,000 10,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21,000 △20,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24,342 △487

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 24,042 △40,903

受取利息及び受取配当金 △15,106 △16,253

支払利息 1,751 10,935

為替差損益（△は益） 33,290 11,414

固定資産売却損益（△は益） △171 △49

固定資産除却損 2,867 3,741

投資有価証券評価損益（△は益） 240,154 －

売上債権の増減額（△は増加） 393,187 △393,394

たな卸資産の増減額（△は増加） 235,258 230,857

未収消費税等の増減額（△は増加） 11,577 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） 12,537 22,375

仕入債務の増減額（△は減少） △1,051,745 △639,761

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,668 12,051

その他の流動負債の増減額（△は減少） 14,877 29,231

小計 268,328 △77,430

利息及び配当金の受取額 15,106 16,253

利息の支払額 △1,754 △10,930

法人税等の支払額 △155,173 △87,536

営業活動によるキャッシュ・フロー 126,506 △159,644

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △1,110,238 △532,376

固定資産の売却による収入 6,379 1,700

投資有価証券の取得による支出 △9,180 △4,489

関係会社株式の取得による支出 △310,320 －

貸付けによる支出 △4,570 △3,500

貸付金の回収による収入 3,608 4,117

その他 △3,326 △21,241

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,427,646 △555,790

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 755,194 －

リース債務の返済による支出 △17,182 △16,310

長期借入金の返済による支出 － △60,686

自己株式の取得による支出 △14 △39

配当金の支払額 △200,793 △200,698

財務活動によるキャッシュ・フロー 537,203 △277,734

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,057 83,369

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △755,878 △909,799

現金及び現金同等物の期首残高 5,321,157 4,841,146

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 4,565,278 ※１ 3,931,346
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。
　

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

前連結会計年度において非連結子会社であったモリテックスチールメキシコ株式会社は、重要性が
増したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

　

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。
　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
　

　
当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．税金費用の計算 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益及びこれに対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は、法人税

等に含めて表示しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

　なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形を満期日
に決済が行われたものとして処理しております。
　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形 308,040千円 ―

支払手形 22,966千円 ―

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

運賃保管料 282,410千円 298,648千円

役員報酬・給料手当 345,209千円 362,113千円

賞与引当金繰入額 64,736千円 78,160千円

役員賞与引当金繰入額 19,000千円 20,000千円

退職給付費用 19,037千円 22,232千円

役員退職慰労引当金繰入額 24,042千円 24,456千円

福利厚生費 89,749千円 91,031千円

賃借料及び使用料 42,478千円 46,156千円

減価償却費 23,894千円 25,743千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

現金及び預金 4,573,394千円 3,941,690千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △8,115千円 △10,343千円

現金及び現金同等物 4,565,278千円 3,931,346千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 201,667 9.00 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの
該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 201,666 9.00 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計
期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２　

商事部門
焼入鋼帯
部門

鈑金加工品
部門

海外事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　
　外部顧客への売上高 7,354,834 827,013 3,431,118 315,874 11,928,840 ― 11,928,840

セグメント間の内部
売上高又は振替高

868,928 137,886 33,034 ― 1,039,849 △1,039,849 ―

計 8,223,762 964,899 3,464,153 315,874 12,968,689 △1,039,849 11,928,840

セグメント利益 369,649 103,654 370,858 7,981 852,143 △449,085 403,058

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△449,085千円は、セグメント間取引消去△1,000千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△448,085千円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２　

商事部門
焼入鋼帯
部門

鈑金加工品
部門

海外事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　
　外部顧客への売上高 6,757,063 804,670 3,690,052 449,030 11,700,817 ― 11,700,817

セグメント間の内部
売上高又は振替高

824,953 164,334 91,406 7,827 1,088,522 △1,088,522 ―

計 7,582,017 969,005 3,781,459 456,857 12,789,339 △1,088,522 11,700,817

セグメント利益 347,949 116,223 509,080 △47,738 925,514 △502,525 422,988

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△502,525千円は、セグメント間取引消去△3,841千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△498,684千円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 3円36銭 9円84銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(千円) 75,184 220,593

   普通株主に帰属しない金額(千円) － 　―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 75,184 220,593

   普通株式の期中平均株式数(株) 22,407,470 22,407,311

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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協立監査法人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士    朝　　田　　   潔 　　 印

業務執行社員 　公認会計士    公　　江　　正　　典   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月13日

モリテック スチール株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモ
リテック スチール株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連
結会計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日
から平成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、モリテック スチール株式会社及び連結子
会社の平成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら
れなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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